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【概要】絵本を読む機会は教育の場面で多くあるが、とりわけ保育の場では、日常的に保育者による読み聞

かせが行われ、環境として子どもが自由に見ることができる絵本コーナーを設置する園も多い。本論では、

保育者の絵本の読み方の特徴を可視化することを試み、絵本を通して広がる関わりの可能性について考察し

た。子どもの関心、特性に合わせて絵本の語りを大人が調整していたこと、同じ絵本を読むことを通してイメー

ジが共有されることで、遊びや生活など、絵本読み場面に留まらず、その後の日常場面における多様な関わ

りへと発展することが示唆された。

【キーワード】絵本、読み聞かせ、関わり、保育、観察調査

１．はじめに

　絵本は多くの保育・幼児教育施設での日常場面で、ま

た小・中学校の授業等でも活用される児童文化財であ

る。絵本は乳幼児だけが親しむものではなく、小・中

学生、大人も含めすべての世代で楽しむことができる

価値ある素材である。

　保育における絵本の読み聞かせについては、2017 年

改訂（定）の幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保

連携型認定こども園教育保育要領の「言葉」の領域の

中で示されている。子どもが絵本に親しむことによっ

て、「先生や友達と心を通わせる」「想像する楽しさを味

わう」「豊かなイメージをもつ」「言葉に対する感覚を

養う」ことが目指されている。イメージを広げ、想像

する楽しさを味わい、絵本の世界を楽しむことは、個々

だけで楽しむのでなく、他者と関わりながら、親しむ

ことができる双方向の展開可能性があり、広がりをもっ

た素材である。大人と子どもがともに絵本を通して関

わりあう姿を観察していると、保育者がその関わりを

変化させながら子どもの想像を広げる場面をみること

ができる。

　園での読み聞かせの実態として、「活動前の導入」

や、「活動の切り替え」として行われている他、「降園

前」に行われることが多いことが示されている（長瀬

ら ,2003）。「降園前」の読み聞かせは、保育者の裁量に

任された、比較的自由度の高い選書によって行われて

いる（並木 ,2014）。

　熟練した保育者による５歳児クラスでの読み聞かせ

場面を対象とした先行研究では、保育者の絵本の読み

聞かせスタイルとして、「コメント型」「対話型」「要約

型」がみられ、保育者の「ねらい」が実際の読み聞か

せのあり方と関連することが明らかとなっている（横

山 ,2008）子どもの反応を見ながら、保育者が絵本の語

りを生み出し、常に新たな読みあいの場が生み出され

ている過程を丁寧に観察することで、聞き手である子

どもの主体的な参加をみることができる。

　本論では、絵本読み場面における保育者と幼児の関

わりについて実態を明らかにするため、日常的な絵本

読み場面の録画データをもとに、観察記録と保育者へ

のインタビューを合わせ特徴を可視化する。

２．対象と方法

2-1　調査対象

　首都圏の公立幼稚園の園児80名と保育者３名

　３歳児クラス 29名、４歳児クラス 26名、５歳児クラ

ス 24名（男児：34名、女児：46名）

2-2　調査期間

　2015 年 10月～ 2015 年 12月

2-3　調査方法

(1) 観察調査（2015 年 10月～ 12月）

　日常の保育場面を観察し、絵本の読み聞かせ場面の

ビデオ録画を行った。（週 1回）

(2)保育者へのインタビュー調査（2015 年 11月）

　絵本の選定や読み聞かせの際の保育者の意識につい

て質問した。

2-4　調査内容

　子どもと絵本の関わりについて、日常の保育場面でみ

られる子どもの行動や発言、子ども同士の関わり、保

育の環境構成等を観察し、随時メモをとり、写真とし
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て記録した。

　保育者の絵本読み場面の観察・ビデオ録画による調

査では、観察記録と録画データをもとに、保育者の発言、

子どもの行動や発言、保育者と子どものやり取り等に

ついて分析を行った。いずれも園の許可を得て行った。

３．結果

3-1　クラスの「子どもと絵本」の様子

(1) ３歳児クラスにおける子どもの絵本への関わり

　３歳児クラスが絵本に触れる場面は、朝と帰りの保育

者による読み聞かせの場面と、帰りの支度が早く終わっ

た子が絵本を読みながら待つ場面であった。帰りの支

度ができた子から本棚の前に行き、自由に絵本を選ん

でいた。絵本を床に置いて読む子が多かった。

(2)４歳児クラスにおける子どもの絵本への関わり

　４歳児クラスが絵本に触れる場面は、３歳児クラス

と同様、朝と帰りの読み聞かせと、帰りの支度が早く

できた時であった。４歳児クラスに進級後は早く着替

えられるようになり、ほとんどの子どもが降園前の時

間に絵本を読む姿が見られた。本棚から絵本を持って

きて、自分の席に座って読んでいた。絵だけをパラパ

ラと見て、次の本を持ってくる子が多く、１冊をじっ

くりと読む子は少なかった。

(3)５歳児クラスにおける子どもの絵本への関わり

　５歳児クラスが絵本に触れる場面は、３・４歳児ク

ラスと同様、朝と帰りの読み聞かせと、帰りの支度が

早くできた時であった。５歳児クラスではさらに、登

園後に１冊の乗り物の図鑑を複数人で見る男児の姿が

見られた。「これはね、〇〇っていう電車でね」と観察

者に教えながら読む子もいた。工作で象を作る時に、

象の耳がどうなっているかを図鑑で調べる子もいた（写

真１、エピソード１）。

写真１．図鑑を見ながら象の耳を作る様子（5歳児クラス）

エピソード１「図鑑で調べて象の耳を作る」：登
園後の自由遊びの時間、Aちゃんは廃材を用いて
象を作る。胴体に見立てた箱に、脚、尻尾、頭、
鼻をつけていくと、耳をつけるところで手を止め
る。「象の耳ってどうだっけ？」つぶやきを聞い
た保育者も、「どうだったかな？」と応答し一緒
に考える。Aちゃんは、そうだ、と思いついたよ
うに絵本の棚に向かうと、動物図鑑を取り出して、
床の上での象のページを開き、その場で耳をつけ
始める。

保育者が設定した「お弁当を作ろう」という製作活動の

前には、お弁当のイメージを膨らませるため、お弁当

に関連する絵本を読み聞かせたり、園児の目に入る場

所にお弁当に関する絵本を並べて置いたりしていた（写

真２、エピソード２）。

写真２．環境として絵本を取り入れた様子（5歳児クラス）

エピソード２「製作活動 “お弁当をつくろう ”の
前に」：朝のお集りの時間、保育者は子どもたちに、
お弁当に関連する絵本を読み聞かせる。「おいし
そう」「たまごやきすき」「ウインナーぼくも入っ
てるよ」保育者の読み聞かせを通して、子どもた
ちはそれぞれのお弁当のイメージを膨らませてい
く。絵本を読み終えると、画用紙や綿を用いてお
弁当を作る製作活動を行う。保育室には、お弁当
に関連する絵本を集めた特設のコーナーが用意さ
れている。Bくんは、製作の途中でお弁当の絵本
を見に来る。Ｃちゃん、Ｄちゃんは、同じ絵本を
眺めながら、「これ、作ってみようかな」「折り紙
丸めたらできるかな？」と、おしゃべりをしなが
らアイデアを膨らませている。

3-2　保育者の絵本の読み方の特徴

(1) 絵本の本文を多様に変化させて読む

　保育者による絵本の読み聞かせ場面のビデオ分析か

ら、読み聞かせで使用された絵本の文と保育者が実際に

読み聞かせた文が異なっていたことがわかった (図 1）。

　絵本に書かれている文と、保育者が読んだ文を全て
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書き出しさらに分析を行ったところ、保育者は、①簡略、

②付加、③親しみ、④ボリューム、⑤効果音、⑥説明、

⑦注目、⑧強調、⑨動作の９通りの読み方の工夫をし

ていたことが明らかとなった（表１）。

①簡略 文を短く言い換える

②付加 言葉や文を付け足す

③親しみ 「〇〇だね」と呼びかける

④ボリューム 発声の音量を工夫する

⑤効果音 状況や心情を言葉や音で表現する

⑥説明 難しい言葉をわかるように説明する

⑦注目 注目を促す言葉を掛ける

⑧強調 言葉を繰り返したり伸ばしたりして
目立たせる

⑨動作 実際に動いてみることで言葉を補う
表１.保育者による絵本の読み聞かせ場面の読み方の工夫

　なお４歳児クラスではタイミングや間の取り方の工

夫以外はみられなかったため、３歳児クラスと５歳児ク

ラスの読み方の工夫の出現数を比較した（表２）。４歳

児クラスの保育者を含め、それぞれの保育者の絵本読

みの意図についてはインタビューで明らかにしていく。

　３歳児クラスでは、文を短くする「簡略」や言葉を

つけたす「付加」、「〇〇だね」、と子どもに呼びかける「親

しみ」が多く出現した。「付加」については、同じ絵本

を読んだ場合でも３歳児クラスで多く出現していた。

　５歳児クラスでは「説明」が出現し、特に絵本「ま

つぼっくり」読み聞かせ場面では、「説明」によって1ペー

ジにかかる時間が多くなっていた。

図１．絵本の本文と保育者が実際に読んだ文の比較　３歳児クラスの例

「ねずみのいもほり」　山下 明生 作 /いわむら かずお 絵　ひさかたチャイルド

表２．読んだ絵本と読み方の工夫の出現数
　　　３歳児クラスと５歳児クラスの比較
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　保育者と子どもの関わりは、①直接的な言葉でのや

りとり、②指さしと注視、③動作や言葉の模倣、④う

なずき・首振り・挙手、であった（表３）。絵本に対し

て思わず子どもから声が出た場面や、保育者が子ども

同士の反応に対して微笑み返す場面などは、⑤その他、

とした。

(2)子どもと関わりながら読む 

　本文以外の保育者の発言と、子どもの反応について分

析を行った。１ページ中の子どもの反応、保育者の発言、

１ページあたりにかけた時間（秒）を記録し、保育者

の発言と子どもの反応が関連している部分を矢印で表

した。重括弧は地の文を表している（図２）。

図２．読み聞かせ中にみられた保育者と子どもの関わり　５歳児クラスの例
　　　「まつぼっくり」　菅原 久夫 文 / 大島 加奈子 絵　福音館書店

表３．保育者の発言と子どもの反応

① 直接的な言葉でのやりとり

② 指さしと注視

③ 動作や言葉の模倣

④ うなずき、首振り、挙手（言葉を伴わない関わり）

⑤ その他
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　「①直接的な言葉でのやりとり」は、主に保育者が絵

本の内容に関連する質問を投げかけ、子どもたちがそ

れに答える場面である。３歳児クラスでは導入場面に

多くみられた。５歳児クラスでは絵本の途中にもこう

した「①直接的な言葉のやりとり」がみられた。５歳

児クラスでは、子どもが声を出さずにうなずきや首振

りで反応する場面があった。保育者が読み聞かせ１ペー

ジあたりにかけた時間の平均は、３歳児クラスで約 29

秒、４歳児クラスで約 27秒、５歳児クラスで約 31秒で

あった。

　４歳児クラスでは、ストーリーを止めて子どもと関

わる場面はみられなかった。４歳児クラスの読み聞か

せの保育の意図について、保育者へのインタビューか

ら捉えていく。

3-3　読み聞かせにおける保育者の意識

(1) 絵本の選び方

・３歳児クラスの保育者：読み聞かせる子どもの実態

に合わせつつ、「保育者自身の好きなもの」「季節を感じ

ることができるもの」「子どもたちに伝えたいことが描

いてあるもの」「製作をする際にヒントとなるもの」な

どをポイントとして選定していた。

・４歳児クラスの保育者：「ストーリーがわかりやすい

もの」「人の気持ちや季節など、子どもたちに気付いて

ほしいことが描かれているもの」「絵が美しいもの」「昔

ながらの名作といわれるもの」などをポイントとして

選定していた。

・５歳児クラスの保育者：「年齢に合っているか」「季節

に合っているか」などをポイントとして選定していた。

行事がある時には、行事の由来にちなんだものを選ん

だり、シリーズ物の絵本は、数日かけて紹介し、子ども

たちが興味をもてるようにしたりする工夫をしていた。

(2)読み聞かせで意識していること

・３歳児クラスの保育者：導入の時から子どもたち全

員の顔を見て、手遊び等をしながら、子どもたち全員

が絵本の見える場所に座っているかを確認し、「これか

ら読み聞かせをする」ということが子どもにわかるよ

うにしている。絵本を読んでいる時は、声の大きさや間、

スピードを意識している。

・４歳児クラスの保育者：読み手と聞き手の心の通いを

大切にしている。声色はなるべく変えずに、テンポと

間のとり方によって登場人物を区別している。絵本の

中で、子どもたちがおもしろいと感じるところや見入っ

ているところは、一人ひとり異なるだろうという理由

から、途中で止めたり、話したりすることはしないよ

うにしている。

・５歳児クラスの保育者：年齢に合ったスピードで、あ

まり大げさな表現で読まないように意識している。子

どもの表情や反応を見ながら読み進めている。ページ

をめくる際は、余韻をもたせてゆっくりめくる工夫を

している。読み終わった時に、裏表紙を見せた後に表

紙も見せるようにしている。

４．考察とまとめ

4-1　 保育者による子どもの発達段階に合わせた読み方

の工夫

　幼児への絵本の読み聞かせ場面では、保育者の読み方

の工夫として、長い文を短くし言い換える「簡略」、絵

本にはない言葉や文を付け足す「付加」、「○○だね」と

園児に話しかける「親しみ」、発声の「ボリュームの工夫」、

「効果音」の使用、「説明」する、「注目」をうながす、「強

調」する、「動作」を補う、の９つがみられた。

　３歳児クラスでは、ほぼすべてのページで読み方の

工夫がみられ、特に保育者による「簡略」「付加」「親しみ」

が多く見られた。これらは５歳児クラスにはあまりみ

られなかった。一方、５歳児クラスに特徴的であった「説

明」は、1ページに多くの時間を費やし行っていた。イ

ンタビュー結果と合わせると、保育者が「絵本のおも

しろさやイメージを共有する」ことや、「絵本の内容の

理解を促す」ことをねらいとし、それぞれの子どもの

発達段階に合わせて意図的に読み方を変えていること

が示唆された。

4-2　絵本を介してみられる多様な関わり

　読み聞かせ中にみられた保育者と子どもとの関わり

は、絵本の導入場面や、内容に関連する質問の投げかけ

場面で多くみられた「直接的な言葉でのやりとり」、絵

本の「指差しと注視」、いもを引っ張る場面や手を使っ

てまつぼっくりの動きを表現する場面でみられた「動

作や言葉の模倣」、子どもの反応に対して、または保育

者の反応に対して、言葉を伴わない「うなずき、首振り、

挙手」、その他として、子どもの反応に対する保育者の

「微笑み」など多様な形が観察された。

　絵本読みでの関わりの多くは、保育者が自身の言葉

を通して、絵本のおもしろさやより詳しい内容を伝え

ることで、子どもたちの中に絵本のイメージの共有を

図る意図があることが示唆された。一方で、「うなずき」

や「微笑み」など、絵本の内容に関わらず、子どもの

反応を肯定的に受け止めようとする関わりもみられた。

　４歳児クラスの絵本読み場面では、保育者と子ども

の関わりだけでなく、絵本を通した子ども同士の関わ

りがあることが明らかとなった。読み聞かせを聞きな

がら子ども同士が顔を見合わせ笑い合うなど、絵本を

媒介することによって多様な形での仲間との関わりが

生まれる可能性も示唆された。

　５歳児クラスにおける子どもの絵本との関わりの観

察では、１冊の絵本を複数の子どもが一緒に読む場面

がみられた。同じものに興味をもつ仲間が集まり、絵

本を媒介することで言葉でのやりとり、指さしと注視、

うなずきといった多様な関わりが生まれていた。絵本読

み場面に留まらず、日常の様々な場面で絵本と主体的

に関わろうとする子どもの姿や、集団ならではの、絵

本を媒介した活動の広がりの可能性も伺えた。
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4-3　絵本を通した双方向的な関わりとその可能性

　絵本を読むという行為は、保育者から子どもに伝え、

子どもが受け取るという一方向的なものではない。保

育者へのインタビューから、日々の保育の中で子ども

の興味や関心を捉え、それに繋がる絵本を選書したり、

子どもたちに今伝えたい内容や、保育者自身の心が動

いた絵本を共有したいという願いをもち選書したりし

ていたことが明らかとなった。絵本読みの際には、子

どもの反応を受けて、保育者自身も、発する言葉や表情、

動作を多様に変化させるなど、子どもに合わせて読み

語りを調整していた。

　絵本読み場面においてみられる関わりは、保育者か

ら幼児へ、幼児から保育者へ、幼児同士といった、場

を共有した他者との双方向的な関わりであることが示

唆された。

　保育者による絵本読みは、単に絵本に書いてある文

字やストーリーを伝える、ということだけではなく、

絵本という素材を介して、思いを共有したり、他者の

思いに気づいたり、感じたことを伝えたり、思いを受

け止めてもらったりといった、多様な関わりを経験す

る場となりうることも示唆された。このような絵本と

いう教材を通して生まれる双方向的な関わりについて、

幼児期以降の教育の場においても生かされる可能性に

期待したい。
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